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研究成果の概要（和文）：要通訳裁判員裁判が公正に行われるためには、原発言と通訳プロダクトの等価性の担
保が重要になる。本研究では、裁判で法律家が被告人質問や証人尋問の際に使用する言語表現が通訳を介するこ
とによってどう変容するか分析し、その影響について検討した。刑事事件を多く手掛ける弁護士と経験豊かな法
廷通訳人の協力を得、アンケート調査や検討会での議論を行い、多くの問題点や解決策を明らかにした。その成
果はガイドラインとして1冊の冊子にまとめ上げた。

研究成果の概要（英文）：For interpreter-mediated trials to be fair, equivalence between the original
 speech and its translation must be guaranteed. The purpose of this study was to analyze how 
linguistic expressions used by lawyers during court examinations are altered by interpreters and 
what effects such alterations can have on courtroom communication. Through a questionnaire survey 
with lawyers and several meetings for discussion with experienced court interpreters and lawyers who
 deal with many criminal cases, several interpreter-related issues and solutions for some issues 
surfaced. The findings of this study were compiled into a booklet as guidelines for questioning in 
court.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）社会的背景 

2009年 5月から裁判員裁判が始まった。
一般市民が参加するということで、従来のよ
うに、法律家が文書を読んで事実の有無と量
刑について判断する「調書」裁判は消え、代
わりに、法廷での証言や説明、つまり音声な
いし対話としての言語自体を材料にして、裁
判員は有罪・無罪を判断し、量刑を決める。
こうした「口頭主義」においては、法廷で語
られる内容のみならず、その「語られ方」も
裁判員や裁判官の心証形成に一役買い、有
罪・無罪の判断や量刑にも影響を及ぼす。そ
のため、要通訳裁判の場合、まず、原発言の
内容が正確に通訳されること、そして、通訳
人の「訳し方」も原発言者のそれと等価であ
ることが、公平で公正な裁判にとって不可欠
な要素であるという認識が関係者の間で高
まってきた。また、裁判員裁判が注目される
中で、マスメディアを含め、各方面から通訳
の正確性に関する疑問が呈されるようにな
るとともに、第一審での通訳が問題視され、
控訴される事案も生じるようになった。控訴
に際して、法言語学の研究者たちが通訳の正
確性についての鑑定書を提出するようなケ
ースもある。 
このような背景のもと、法廷での原発言と
通訳プロダクトとの間の「等価性」に焦点を
当てた研究の重要性も高まってきた。 
 
（２）学術的背景 
この分野の学術的背景としては、海外の研
究者たちによる法言語学関連の研究の一分
野として、法廷での原発言と通訳プロダクト
との間の「等価性」に関する研究が盛んに行
われてきた。日本では、水野を中心とする、
日本通訳翻訳学会や法と言語学会のメンバ
ーから成る研究チームにより、模擬通訳人と
模擬裁判員を使っての言語分析を目的とす
る研究が行われてきている。特に近年では、
通訳人の訳し方が裁判員の心証形成や量刑
判断に及ぼす影響についての研究が多く行
われ、法廷実験に基づく統計分析により、
様々なことが明らかになってきた（例えば、
‘Observations on How the Lexical 
Choices of Court Interpreters Influence the 
Impression Formation of Lay Judges’, 
Mizuno et al. 2013など）。ただし、日本での
研究は、被告人や証人の原発言に対する通訳
という点に焦点を当てたものが多く、法廷で
の尋問時の法律家の言語使用と通訳の問題
を扱うものはほとんどなかった。 

 
２．研究の目的 
本研究では、通訳を必要とする外国人裁判
において、法廷での検察官や弁護人の質問や
尋問が通訳を介することでどう影響を受け
るのかを明らかにする。具体的には、法律家
の法廷での話し方の特徴やパターンと、それ
に対する通訳人の訳し方の傾向を分析し、通
訳を介した場合、質問自体とそれに対する答
えがどう変容するのかを解明する。そして、
法廷で通訳を介してコミュニケーションす
る場合、法律家はどのような言い回しを避け、
どのような話し方をすれば、その発話の効果
を維持でき、円滑なコミュニケーションが図
れるのかについて、具体的な提案を行うこと
を最終目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）アンケート調査 
法律実務家が、通訳が介在する裁判で被告人
質問や証人尋問を行う際、どのような意識を
持って臨んでいるのか、そして通訳について
どのような印象を抱いているのかなど、言語
使用という側面を中心とする意識調査を行
う。 
 
（２）検討会開催 
 刑事事件を多く手がける弁護士数名と法
廷での通訳経験が豊かな通訳人 2名（英語お
よび中国語）から成るコアグループを形成し、
複数回、通訳問題を議論するための検討会を
開催する。そこでの議論を通し、法律家の言
語使用の特徴と、それが通訳の介在によって
どのように変容するかを分析し、問題の所在
および解決策を検討する。 
 コアグループ以外の法律家に対しても問
題提起し、意見を聴取する。 
  
（３）ガイドライン作成 
弁護士と通訳人との検討会での議論を複数
回行った後、そこで明らかになった問題点や
解決策をガイドラインとして1冊の冊子にま
とめる。ガイドラインには、尋問時の法律家
の言語使用の特徴と、通訳を介した際に注意
すべき点を具体的に示し、通訳付きの被告人
質問や証人尋問の際に参考にしてもらうた
めに、それを法律家に配布する。 
 
４．研究成果 
（１）アンケート調査 



21 名の弁護士から、要通訳裁判に関する意
識調査への回答が得られたが、主な質問事項
と回答の傾向は以下である。 
 
質問事項 
①通訳の訳に対して不信感を抱いたことが
あるか。 
②法廷通訳の介在は、証人尋問や被告人質問
の効果を減じてしまうと思うか。 
③証人尋問や被告人質問において、通訳が介
在するということで、普段とは異なる言語
の使い方をするか。その場合、どのような
工夫をしているのか。 
 
回答 
①多くの法律家 (約 80%) が法廷通訳に不
信感を抱いたことがある。 
②多くの法律家 (85%) が通訳により質問の
効果が減じられていると感じている。 
③多くの法律家 (85%) が通訳を介した法廷
では異なる質問形式を用いているが、それ
は、文を短くする、簡単な言葉を使う、 主
語を省かない、ゆっくり話す、ニュアンス
を明瞭にするなどの方法に限定され、発話
構造の語用論的効果という点は見過ごさ
れているようである。 
 
上記より、法律家が法廷通訳に対して不信感
を抱き、通訳によって引き起こされる問題を
回避するために、何らかの言語上の工夫を行
っているが、その工夫には限界があり、語用
論的視点が欠如していることが分かった。 
 
（２）弁護士や通訳人との検討会 
 要通訳刑事事件に関心のある弁護士5名と
英語と中国語の法廷通訳人をコアグループ
とし、研究期間中、計5回検討会を開催した。
そこでは、法廷での質問や尋問の際の法律家
の言語使用と通訳上の問題点について、法律
家と通訳人の両方の立場から意見交換をし、
発話構造の語用論的効果という側面を中心
に検討、分析した。また、検討会 5回のうち
1回において、弁護人にとって重要な、接見
での質問の際の言語使用と通訳の問題につ
いての議論もおこなった。 
さらに、コアグループでの検討会以外に、
刑事事件を多数手がけている３箇所の法律
事務所（いずれも大阪弁護士会）を訪問し、
各事務所で、複数の弁護士との対談を通じて、
尋問の際に多く用いられる言語表現のうち、
通訳が困難と考えられる表現に関し、その使

用目的、他の表現での代替可能性についての
意見を聴取した。 
 上記を通して、主尋問に多い曖昧な表現を
使った質問や、反対尋問で多用される付加疑
問文や二重否定疑問文などをはじめとし、場
面に応じて使用される特徴的な言語表現で、
通訳によって誤解が生じる、または効果が減
じられるものが特定され、問題回避のための
対策についても検討された。 
  
（３）ガイドライン作成 
前項の検討会から得られた成果をガイドラ
インとして 1冊の冊子（74ページ）にまとめ
た。冊子は以下の 3部構成とした。 
第 1部 
 法廷での法律家の言語表現を「主尋問でよ
く使用される言語表現」、「反対尋問でよく使
用される言語表現」、「主尋問や反対尋問を問
わず問題が生じる可能性のある言語表現」の
３つのカテゴリーに分け、合計 11 項目につ
いて解説した。これに際し、言語の幅を広げ
るために、法廷通訳の経験が豊富なスペイン
語通訳者から項目ごとにコメントをいただ
き、それを内容に反映した。 
 
第 2部 
弁護人接見時の質問と答えの典型的な流
れを「覚せい剤取締法違反」「器物損壊」「強
盗致傷」の 3つの事件を想定したシナリオで
表現し、ポイントごとに通訳の問題と注意点
について解説した。 
 
第 3部 
 要通訳裁判での尋問･質問の際、法律家と
通訳人がうまく協働し、正確で適正な通訳を
実現する必要がある。そのためには、通訳人
が守るべき倫理原則の知識が共有されてい
ることが重要である。ここでは、法廷通訳人
の倫理原則を 10 項目に分けて解説した。 
 
 上記冊子を複数の法律事務所、法律家個人、
法廷通訳人、法言語学研究者に送付した。 
 
（４）研究の国際化 
これまでの研究成果の海外への発信とさ
らなる発展のために、同分野の研究者である
韓国梨花女子大学の Lee Jieun 教授を招聘し、
上記検討会の第5回目に参加していただき情
報交換するとともに、2016 年度法と言語学会
年次大会で韓国の司法通訳の最新の研究に
関する内容で基調講演をしていただいた。 
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